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１．教育活動 

１）２１年度の担当授業科目 

  東洋倫理思想概論、  韓国の言語と文化Ⅰ 

  韓国の言語と文化Ⅱ、 伝統倫理のなかの家庭教育 

  伝統社会の児童教育論、東アジア家庭教育論(韓国) 

 

２）授業の創意・工夫 

  ・日頃の研究成果と新しい情報を授業に反映できるように努力した。 

 

３）教科書の執筆 

２．研究活動 

１）従事した研究内容 

東洋倫理思想、 

伝統社会の家族倫理・家庭教育論、 

東アジア世界における同字異義の漢字文化 

 

２）研究成果[著書・論文名（頁数記載）、発表機関、雑誌の場合は巻・号、発表年月日] 

 ・【著書】 

－『日中韓同字異義小辞典』（225頁）、勉誠出版社、2010年 7月、共著(2人) 

－『日本文化事典』(日本思想・思想家に関する 23項目執筆)、高麗大学日本研究セン

ター (韓国)、2010年 7月、共著 

 ・【論文】 

－「李退渓思想と理想的な指導者像」(124～145頁)、『倫理研究所紀要』19 号、(社)

倫理研究所、2010 年 8月、単独論文 

－「理와 心의 문제로 본 李退溪 思想의 특징과 사상사적 의의（理と気の問題とし

てみた李退渓思想の特徴と思想史的意義）」(131～166 頁)、『退渓学論集』6 号、嶺

南退渓学研究院(韓国)、2010年 6月、単独論文 

－「韓国の家族とおばあちゃんの愛」(18～25頁)、『家庭教育フォーラム』21号、日

本家庭教育学会、2010年 6月、単独論文 

－「儒教倫理にみる家庭教育のありよう・２」(28～33頁)、『倫理』688号、(社)倫理

研究所、2010年 5月、単独論文 

 



３）学会活動 

 ・第 25回日本家庭教育学会大会、2010年 8月 2１日、貞静学園大学、研究発表 

  「儒教倫理にみえる夫婦のあり方－『夫婦有別』の解釈をめぐって－」 

 ・2010年度韓国日本思想学会第 27次秋季国際学術大会、2010年 11月 27日、成均館

第学(ソウル)、研究発表、「佐藤直方の華夷論－エスノセントリズムを超えて」  

 ・ 

３．学内活動 

１）委員会活動  

  家庭教育卒業者支援ＰＪ 

 

２）その他 

・韓国語公開講座(春学期)講師 

実用韓国語Ⅰ、全 12 回  

実用韓国語Ⅱ、全 12 回 

・韓国語公開講座(秋学期)講師 

実用韓国語Ⅰ、全 12 回  

実用韓国語Ⅱ、全 12 回  

 ・かながわコミュニティカレッジ家庭教育支援講座講師、2011年 7月 5日 

 ・PISA2009から考えるこれからの教育セミナー講師、2011年 2月 5日 

４．社会活動 

◇非常勤 

・2007年 4月～2011年３月 亜細亜大学非常勤講師 

・2010年 9月～2011年 3月 立教大学非常勤講師 

 

◇その他社会活動 

・家庭教育支援教会副理事（日本） 

・倫理研究所客員研究員（日本） 

・大邱韓医大学客員研究員（韓国） 

・嶺南退渓学研究院研究諮問委員（韓国） 

 


